
社会資本総合整備計画 事後評価書
平成２９年　３月　　日　

1 公共下水道の普及促進と計画的な施設の改築更新

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 京都府　綾部市

　本市では、由良川の水質保全、都市環境、生活環境の改善のため、平成元年度から公共下水道に着手し順次整備を進めているが、普及率は京都府内の市町村と比べると依然として低く整備が

遅れている。このため、引き続き中心市街地の整備を行い、普及促進を図る。また、未整備地域の計画検討業務を行うことにより、より効率的な下水道事業の実施を図る。

・下水道処理人口普及率30.7％（平成21年度末）から概ね36.0％に増加。

・未整備地域の計画検討により平成32年の概成を目指す。

（H22当初） （H24末） （H26末）

下水道処理人口普及率（％）

 =下水道処理区域人口(人） ／行政人口（人）　（H21末：37,047人）

由良川右岸区域の汚水処理施設計画策定率　0％ → 100％

○事業評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事後評価の実施時期

綾部市下水道課内において、事業実施状況、指標の達成状況の確認及び評価を実施。 平成29年4月

公表の方法

綾部市ホームページにて公表する。

上段　（計画）

下段　（実施）

A１　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 省略 事業実施期間（年度） 全体事業費 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 工種 H22 H23 H24 H25 H26 （百万円）
729

1,223

20

10

749

1,233

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

30.7% 34.8% 37.6%

0.0% 0.0% 100%

定量的指標の現況値及び目標値

備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

30.7% 33.0% 36.0%

0.0% 0.0% 100%

全体事業費

合計

1,243百万円 Ａ 1,233百万円 Ｂ 0百万円

事　後　評　価

事後評価の実施体制

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業

事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

Ｃ 10百万円

効果促進事業費の割合

0.8%

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

汚水 新設 綾部処理区汚水管渠整備

管渠工　Ｌ＝ 7,400ｍ

綾部市

管渠工　Ｌ＝15,300ｍ

1-A1-1 下水道 一般 綾部市 直接 -

汚水 新設 綾部処理区汚水処理施設計画策定

計画策定　Ａ＝635ha

綾部市

計画策定　Ａ＝635ha

1-A1-4 下水道 一般 綾部市 直接 -

合計

番号 事業者

省略

要素となる事業名 事業内容  市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費（百万円）
工種

一体的に実施することにより期待される効果



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

56

10

56

10

番号 備考

1-C1-1 基幹事業（1-A1-1）と接続する汚水管渠（枝線）を一体的に整備することで、下水道未整備区域の早期普及促進を図る。

Ⅰ定量的指標に関連する 　・下水道処理人口普及率が向上したことにより、公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全に寄与した。

交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値  【目標】36.0％　⇒　【実績】37.6％（下水道処理区域人口：13,240人／行政人口：35,146人）

Ⅱ定量的指標の達成状況 最終実績値 　目標値を上回って達成できた。

最終目標値 　事業期間内に完了し、目標値を達成できた。

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

・引き続き、下水道処理人口普及率の向上に努める。

・今回策定した汚水処理施設計画に基づき、由良川右岸地域についても効率的な下水道事業の実施を図る。

番号 事業者

省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

全体事業費（百万円）
工種

1-C1-1 下水道 一般 綾部市 直接 - 新設 綾部処理区汚水管渠整備（枝線）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

管渠工　Ｌ＝700ｍ

綾部市

管渠工　Ｌ＝165ｍ

指標②由良川右岸

地域の汚水処理施

設計画策定率

100%

目標値と実績値に

差が出た要因

100%

３．特記事項（今後の方針等）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

指標①下水道処理

人口普及率

36.0%

目標値と実績値に

差が出た要因

37.6%


